
日本天文学会2014年春季年会

W125a ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器 (SGD)開発の現状
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ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器 (SGD)は、40 keV から 600 keV において、従来の 10倍以上低いバック
グラウンドを実現し、高感度観測を行う。これは、コンプトン運動学による光子散乱方向の決定と、BGOシンチ
レータを用いたアクティブシールドによる入射角の制限を合わせた、狭視野コンプトンカメラという独自のコン
セプトにより達成される。我々はコンプトンカメラのシリコン及びテルル化カドミウム半導体検出器、読み出し
用高機能低雑音集積回路、アクティブシールドの最適な検出器構造や読み出し回路を独自に開発、設計してきた。
現在、衛星搭載品相当の試作機を用いて、設計の最終検討を行っている。コンプトンカメラ試作機を用いた低

温、真空環境での動作試験、検出器全系を通したアクティブシールドの反同時計数機能検証を行い、検出器の機
能を実証した。また、ラジエーターなどの構造体の熱試験、振動試験を行うことで問題点を洗い出し、衛星搭載
品の設計に反映させた。本講演では、これら検証試験の詳細、衛星搭載品製造状況について報告する。


